
　

還
暦
と
は
、
干
支
が
一

巡
し
、
起
算
点
と
な
っ
た

年
の
干
支
に
戻
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
私
は
今
年

５
月
で
61
歳
に
な
り
、
還

暦
を
過
ぎ
た
。
孫
に
は
じ

い
じ
と
呼
ば
れ
る
。
振
り

返
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
高
齢

者
に
研
究
協
力
を
依
頼

し
、
身
体
運
動
の
効
果
を

調
べ
て
き
た
が
、
自
ら
が

被
験
者
の
齢
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
▼
あ
る
小
ク
ラ
ス

の
授
業
で
１
年
生
の
発
表

（
自
分
史
）
を
聞
き
、
昔

を
思
い
出
し
た
。
子
供
の

頃
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
の

夢
を
抱
き
、
親
や
担
任
の

反
対
を
押
さ
え
越
境
入

学
し
た
高
校
生
活
で
は
、

怪
我
に
よ
る
挫
折
を
経

験
し
た
。
進
学
後
研
究

を
始
め
た
も
の
の
学
力

不
足
か
ら
野
球
以
上
に

要
し
た
勉
強
の
時
間
、
学

位
取
得
ま
で
に
要
し
た

苦
し
さ
と
喜
び
、
米
国
で

の
在
外
生
活
、
ま
た
運
動

指
導
の
た
め
に
毎
週
院

生
や
研
究
員
と
飛
行
機

や
車
で
全
国
各
地
に
出

か
け
た
日
々
。
今
考
え
れ

ば
楽
し
く
も
あ
り
、
苦
し

か
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。

成
長
の
糧
は
、
人
と
の
出

会
い
だ
と
確
信
す
る
。
▼

人
は
、
一
人
で
は
生
き
ら

れ
な
い
。
体
育
を
志
す
後

進
の
育
成
を
願
い
、
鹿
屋

の
地
に
来
て
５
年
が
過
ぎ

た
。
還
暦
は
生
ま
れ
た
年

に
還
る
こ
と
だ
そ
う
だ

が
、
高
齢
期
の
健
康
づ
く

り
を
自
分
の
こ
と
と
し
て

考
え
ら
れ
る
最
終
期
に

も
な
る
。
後
進
の
育
成
は

途
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
私
が
推

奨
す
る
ウ
エ
ル
ビ
ク
ス
の

普
及
が
こ
の
５
年
停
滞

し
て
い
る
こ
と
が
な
に
よ

り
も
気
が
か
り
で
あ
る
。

明
日
か
ら
ま
た
が
ん
ば
ろ

う
。
（
Ｎ
・
Ｔ
）

リオデジャネイロオリンピック出場選手を囲んで激励会を開催！
　

６
月
３
日
、
鹿
屋
体
育

大
学
関
係
の
３
選
手
（
自

転
車
競
技
：
塚
越
さ
く
ら

さ
ん
、
内
間
康
平
さ
ん
、

競
泳
：
松
田
丈
志
さ
ん
）

の
８
月
か
ら
開
催
さ
れ
る

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
を
祈

念
し
た
激
励
会
が
同
大
学

水
野
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
塚
越
さ
ん
以

外
の
選
手
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
本
番
へ
向
け
た
強
化
練

習
参
加
等
の
た
め
欠
席
で

し
た
が
、
め
で
た
く
今
大

会
の
出
場
を
決
め
た
選
手

達
に
向
け
、会
場
に
集
ま
っ

た
学
内
外
約
５
０
０
人
近

く
の
関
係
者
並
び
に
来
賓

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
祝
福

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
福
永
哲
夫
学
長

（
代
理
：
瓜
田
吉
久
競
技
力

向
上
委
員
会
委
員
長
）
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
中
西
茂

鹿
屋
市
長
（
代
理
：
福
井

逸
人
副
市
長
）
の
来
賓
挨

拶
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

の
３
選
手
の
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
選

手
挨
拶
が
行
わ
れ
、
塚
越

さ
ん
か
ら
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

左から川西鹿屋体育大学理事、福永学長、水迫社長、山本財宝常務執行役員

寄附金目録を贈呈する水迫社長（右）と福永学長

ク
と
い
う
大
舞
台
に
立

て
る
の
も
、
こ
の
素
晴

ら
し
い
大
隅
半
島
の
環

境
や
鹿
屋
体
育
大
学
で

出
会
え
た
素
晴
ら
し
い
仲

間
が
い
た
か
ら
こ
そ
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
今
ま
で

で
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
発
揮
で
き
る
よ
う
本

番
ま
で
し
っ
か
り
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い
き
た

い
」
と
、
感
謝
の
言
葉
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
鹿
屋
市
体
育

協
会
、
鹿
屋
体
育
大
学
同

窓
会
及
び
本
財
団
か
ら
の

奨
学
金
等
授
与
、
自
転
車

競
技
部
4
年
江
藤
里
佳
子

さ
ん
か
ら
の
花
束
贈
呈
、

学
生
歌
に
よ
る
エ
ー
ル
と

続
き
、
最
後
は
田
中
俊
實

地
域
づ
く
り
交
流
実
行
委

員
会
会
長
に
よ
る
万
歳
三

唱
で
盛
況
の
う
ち
に
激
励

会
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
同
日
の
夜
に
は
、

か
の
や
ば
ら
園
に
て
塚
越

さ
ん
に
対
す
る
鹿
屋
市
激

励
金
贈
呈
式
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
贈
呈
式
で
は
、
鹿

屋
市
か
ら
激
励
金
、
鹿

屋
市
民
か
ら
激
励
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ

た
国
旗
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
式
の
後
、
催
さ
れ

た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

音
楽
と
花
火
の
シ
ョ
ー

で
は
、
当
日
限
定
で
塚

越
さ
ん
の
名
前「
さ
く

ら
」に
ち
な
ん
だ
演
出
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

最
後
の
仕
掛
け
花
火
で

は
「
キ
バ
レ
！
さ
く
ら
」

の
文
字
が
大
き
く
浮
き

上
が
り
、
大
き
な
拍
手

と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
５
月
25
日
に

は
松
田
丈
志
さ
ん
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
決
定

に
伴
い
、
福
永
学
長
を

表
敬
し
ま
し
た
。
鹿
屋

体
育
大
学
同
窓
会
及
び

本
財
団
か
ら
松
田
さ
ん
へ

奨
励
金
等
が
授
与
さ
れ
、

そ
の
後
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
松
田
さ
ん
は
同
大
学

に
2
日
間
滞
在
し
、
加
減

圧
調
整
可
能
流
水
プ
ー
ル

に
て
最
大
酸
素
摂
取
量
の

測
定
、
流
水
ス
プ
リ
ン
ト

練
習
を
行
い
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
調
整
を
行
い

ま
し
た
。
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大
空
へ

平成２８年７月⑴

剣
道
部
男
女 

西
日
本
学
生
剣
道
大
会
で
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

持原　大希（４年）　望月　脩平（４年）　河合　献介（４年）
草野龍二朗（３年）　上村　貴弥（３年）　真田　裕行（３年）
牧島凜太郎（２年）　山崎　仁平（２年）　井出　優太（１年）
山﨑　瑠美（４年）　和田　美咲（４年）　谷山　莉保（４年）
冨永比奈野（３年）　山本　杏里（３年）　片山果沙稀（２年）
松本　智香（２年）

鹿
屋
体
育
大
学
・
財
宝
産
学
連
携
寄
附
研
究
講
座
を
開
設

　

こ
の
た
び
鹿
屋
体
育
大

学
は
、
株
式
会
社
財
宝
（
鹿

屋
市
）
と
の
産
学
連
携
に

よ
り
、
「
鹿
屋
体
育
大
学
・

財
宝
産
学
連
携
寄
附
研
究

講
座
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
寄
附
研
究
講
座
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
２
０
２
０
年
ま
で
の
５

年
間
、
同
大
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
を

使
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
研
究
、
健
康
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
研
究
、
ア
ス
リ
ー

ト
へ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向

上
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
飲
料

研
究
、
ア
ジ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
及
び
ア
ス
リ
ー
ト
の

人
材
育
成
、
さ
ら
に
は
温
泉

施
設
を
使
っ
た
ウ
エ
ル
ネ
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
の

支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

５
月
11
日
に
は
鹿
屋
体
育

大
学
大
会
議
室
に
お
い
て
寄

附
金
贈
呈
式
が
実
施
さ
れ
、

財
宝
の
水
迫
邦
男
代
表
取
締

役
社
長
、
福
永
哲
夫
学
長
ら

が
出
席
。
寄
附
研
究
講
座
の

概
要
説
明
や
寄
附
金
目
録
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、
水
迫
社
長

か
ら
寄
附
に
至
っ
た
経
緯
の

説
明
や
「
地
元
鹿
屋
か
ら
ぜ

ひ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
出

し
て
ほ
し
い
。
」
と
の
激
励

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
福

永
学
長
か
ら
は
寄
附
に
対
す

る
謝
辞
と
今
後
の
展
望
な
ど

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
61
回
西
日
本
学
生
剣

道
大
会
・
第
31
回
西
日
本
女

子
学
生
剣
道
大
会
が
５
月
28

日
・
29
日
の
２
日
間
、
福
岡

市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

鹿
屋
体
育
大
学
剣
道
部
は

通
算
10
度
目
の
男
女
ア
ベ
ッ

ク
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
東
海
・
北
信

越
・
関
西
・
中
四
国
・
九
州

の
各
学
生
剣
道
連
盟
に
加
盟

す
る
大
学
に
よ
る
、
団
体
戦

の
み
の
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
あ
り
、
男
子
１
０
８

チ
ー
ム
、
女
子
１
０
３
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
大
会
規
模
と

し
て
は
全
日
本
学
生
大
会
を

大
き
く
上
回
る
大
会
で
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
男
女
と

も
に
初
戦
か
ら
他
大
学
を
内

容
で
圧
倒
し
、
順
調
に
勝
ち

進
み
、
迎
え
た
決
勝
で
は
、

男
子
は
近
畿
大
学
に
対
し
４

－

０
、
女
子
は
大
阪
教
育
大

学
に
２

－

１
で
勝
利
し
、
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
の
優
勝
で
、
男
子
は
３

年
連
続
16
回
目
の
優
勝
、
女

子
は
２
年
ぶ
り
18
回
目
の
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

【
出
場
選
手
】

▽
男
子

▽
女
子

　 勝敗 対戦相手
２回戦 ５－０ 大阪市立大学
３回戦 ７－０ 岐阜大学
４回戦 ４－１ 京都産業大学
５回戦 ５－０ 中京大学
準決勝 ４－１ 同志社大学
決　勝 ４－０ 近畿大学

　 勝敗 対戦相手
１回戦 ３－０ 愛知大学
２回戦 ３－１ 関西大学
３回戦 ０－０（代表戦） 大阪体育大学
４回戦 ２－０ 別府大学
準決勝 ３－０ 福岡大学
決　勝 ２－１ 大阪教育大学

【試合結果】　　▽男子　　　　　　　　　　　　　▽女子

塚越さんを囲んで万歳三唱塚越さんと自転車競技部
鹿屋市民の応援メッセージの書かれた国旗
を持った中西市長（左）塚越さん（右）

松田さん（左から4番目）表敬訪問
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で
、
今
回
は
、
優

秀
団
体
賞
６
団

体
、
優
秀
個
人
賞

４
人
、
特
別
賞
１

人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
南
日

本
新
聞
社
の
逆
瀬

川
尚
文
代
表
取
締

役
社
長
か
ら
受
賞

者
に
、
表
彰
状
と

と
も
に
団
体
に
は

メ
ダ
ル
、
個
人
に

は
楯
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
竪
山

さ
ん
が
「
こ
れ
ま

で
に
い
た
だ
い
た

た
く
さ
ん
の
声
援

や
恩
師
の
教
え
を

忘
れ
ず
、
目
標
達

成
に
邁
進
し
て
い

き
た
い
」
と
今
後

の
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

　鹿屋体育大学は、全国でただ一つの国立大学法人の４年制体育大学として、
競技スポーツ、生涯スポーツ及び武道の振興並びに健康の保持増進について教
育研究を行っており、心身ともに健康でスポーツを愛好する次のような人材を
養成することを目標としています。
－ �体育・スポーツ及び武道の分野において、理論と実践とを連結する能力を有

し、かつ人間的な魅力に満ちた指導者になり得る人材 －
○�競技スポーツの分野において、競技選手の競技力向上を適切に支援すること

ができる指導者になり得る人材
○�生涯スポーツ・健康づくりの分野において、人々の健康状態や体力等に応じ

た適切な指導が行える指導者になり得る人材
◎入学者選抜試験を通じて本学が求める人材像
○�スポーツ・武道を自ら実践することを通じて、心身を鍛え、スポーツマンシッ

プを身に付け、自主性や自律性をもち、新たな課題に進んで挑戦しようとする、
感性豊かで協調性やコミュニケーション能力、思いやりの心を備えた学生

○�スポーツ・武道の実践や文化としてのスポーツ・武道を愛好し、あるいは運
動による健康づくりに関心をもち、生涯を通じてこれらと深くかかわりたい
と考えている学生

◎それぞれの入試で求める人材像
【ＡＯ（ＳＳ）入試】
○ �本学のアドミッション・ポリシーに基づき、本学に入学する強い意欲のある、

国際大会で活躍できる資質を有する、高い競技能力を持った者  

【推薦入試】　
○ �スポーツ・武道で卓越した実績を挙げた者、あるいは高度の競技力・運動能

力を有している者

○�オリンピック選手等トップレベルの競技者となることを目指して、自己の競
技力向上に強い意欲とおう盛なチャレンジ精神を有している者

○スポーツ・武道の指導者や研究者となるなど強い意志を有している者
○�将来の社会人として必要とされる豊かな人間性やマナーの基本を身に付けて

いる者

【一般入試】
○�運動と健康への強い関心があり、スポーツ・武道の指導者や研究者となるな

ど強い意志と学習能力を有している者
○スポーツ・武道の運動経験を有している者
○�将来の社会人として必要とされる豊かな人間性やマナーの基本を身に付けて

いる者

【第３年次編入学試験】
○�体育・スポーツ、武道の分野において自ら競技力の向上を目指す者及び体育・

スポーツ、武道を通して競技スポーツ、生涯スポーツ、健康づくりの指導者
を目指す者

◎高等学校で身に付けてほしい学力・能力
　�　体育・スポーツ及び武道を学ぶにあたっては、人文・社会科学から自然科

学まで幅広い分野の学修が求められることから、高等学校での学習は保健体
育の基礎的な学力だけでなく、国語や英語で修める文献などの読み解きやコ
ミュニケーションする基礎的な能力、理科や数学で修める人体のしくみや動
きなどを分析するための基礎的な学力、並びに地理歴史や公民で修める社会
における体育・スポーツ及び武道の役割などを理解するための基礎的な学力
を身に付けておくことが大切です。

　�　さらに、体育大学での専門的な実技実習などを修学するために必要なスポー
ツ・武道の実技能力を身に付けておくことも大切です。

平成29年度鹿屋体育大学学生募集のお知らせ

体 育 学 部 AO（SS）入試 推薦入試 一般入試 特別入試
（帰国子女・社会人）

私費外国人
留学生入試

第３年次
編入学試験

募
集
人
員

スポーツ
総合課程 10人 50人 60人

若干人 若干人 20人武 道
課 程 5人 20人 25人

出願期間 H28.9.1（木）
～9.16（金）

H28.11.1（火）
～11.4（金）

H29.1.23（月）
～2.1（水）

H28.11.1（火）
～11.4（金）

H29.1.23（月）
～2.1（水）

H28.8.1（月）
～8.5（金）

選抜期日

第1次選考:
H28.9.1（木）

～9.16（金）
第2次選考:
H28.10.13（木）

H28.11.17（木）・
11.18（金）

H29.2.25（土）・
2.26（日）

H28.11.17（木）・
11.18（金）

H29.2.25（土）・
2.26（日）

H28.8.29（月）・
8.30（火）

本 学 が
実施する 
試 験

第1次選考：
競技歴及び
意欲等審査
第2次選考：
面接・健康診断

小論文、面接、
実技検査、
健康診断

面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、
運動能力検査、
健康診断

合 格 者
発 表 H28.10.18（火） H28.11.30（水） H29.3.7（火） H28.11.30（水） H29.3.7（火） H28.9.7（水）

平成28年度　鹿屋体育大学入学者選抜試験結果

※出願資格、出願書類、選抜方法等入学者選抜に関する詳細については、大学公式ＨＰでご確認ください。
入試に関する問い合わせ先
〒891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町1番地　鹿屋体育大学教務課入試係
E-Mail：nyushi@nifs-k.ac.jp   TEL：0994−46−4869  FAX：0994−46−2515
公式ホームページ　http://www.nifs-k.ac.jp/

平成29年度　鹿屋体育大学入試日程
入試区分 募集人員 志願者 受験者 合格者 追加合格者 入学辞退者 入学者

ＡＯ入試

ス ポ ー ツ 総 合 10 10（5） ※10（5） 10（5） 0（0） 10（5）

武 道 5 4（2） ※4（2） 4（2） 0（0） 4（2）

計 15 14（7） ※14（7） 14（7） 0（0） 14（7）

推薦入試

ス ポ ー ツ 総 合 50 71（25） 71（25） 50（21） 0（0） 50（21）

武 道 20 21（9） 21（9） 21（9） 0（0） 21（9）

計 70 92（34） 92（34） 71（30） 0（0） 71（30）

一般入試

ス ポ ー ツ 総 合 60 263（46） 248（45） 71（13） 0（0） 6（2） 65（11）

武 道 25 41（4） 35（4） 29（4） 0（0） 2（0） 27（4）

計 85 304（50） 283（49） 100（17） 0（0） 8（2） 92（15）

特別入試
（社会人）

ス ポ ー ツ 総 合 若干人 1（0） 1（0） 1（0） 0（0） 1（0）

武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 1（0） 1（0） 1（0） 0（0） 1（0）

合　　計

ス ポ ー ツ 総 合 120 345（76） 330（75） 132（39） 0（0） 6（2） 126（37）

武 道 50 66（15） 60（15） 54（15） 0（0） 2（0） 52（15）

計 170 411（91） 390（90） 186（54） 0（0） 8（2） 178（52）

入　試　区　分 募集人員 志願者 受験者 合格者 追加合格者 入学辞退者 入学者

第３年次
編入学

スポーツ総合
20

54（9） 54（9） 20（4） 0 （0） 20 （4）

武　　　道 0（0） 0（0） 0（0） 0 （0） 0 （0）

合　　　　　　　　計 20 54（9） 54（9） 20（4） 0 （0） 20 （4）

※AO入試の受験者数は、第２次選考の受験者数
※�特別入試（帰国子女）及び私費外国人留学生入試については志願者が

なかったため、本表から除いています。

体育学部 （　）は女子で内数

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、

５
月
22
日
に
鹿
屋
体
育
大

学
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
（
筑
波
大
学
・
鹿

屋
体
育
大
学
連
携
推
進

室
）
に
お
い
て
、
受
験
希

望
者
と
そ
の
保
護
者
等
を

対
象
と
し
た
平
成
28
年
度

第
１
回
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
東
地
区
を

中
心
に
現
役
高
校
生
、
保

護
者
な
ど
計
13
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め

に
濱
田
幸
二
教
授
に
よ
る

同
大
の
概
要
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
卒
業
生
の

相
良
周
さ
ん
（
平
成
26
年

３
月
卒
）
、
有
馬
正
人
教

務
課
長
、
東
京
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
金
田
竜

成
特
任
専
門
員
が
加
わ

り
、
個
別
相
談
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
セ
ン

タ
ー
試
験
の
教
科
科
目
は

ど
の
よ
う
に
選
択
し
た
ら

よ
い
の
か
」
「
課
外
活
動

を
掛
け
持
ち
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
」
「
休

日
の
過
ご
し
方
に
つ
い

て
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
、
個
別
相

談
会
で
の
回
答
に
参
加
者

は
大
い
に
満
足
し
た
様
子

で
し
た
。

　

同
大
の
大
学
説
明
会
で

は
、
教
職
員
や
卒
業
生
を

交
え
た
個
別
相
談
会
を
毎

回
行
っ
て
お
り
、
参
加
者

の
抱
え
て
い
る
不
安
や
質

問
一
つ
ひ
と
つ
に
耳
を
傾

け
、
対
応
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
同
大
へ
の
進
学

希
望
者
を
一
人
で
も
多
く

増
や
し
て
い
け
る
よ
う
、

努
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
同
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
説
明
会
を
計
７

回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

東
京
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
大
学

説
明
会
を
開
催

濱田幸二教授による大学概要及び入試概要説明

参加者の質問に対応する相良さん（左）



平成２６年４月　第２７７号⑶

何か物足りない、
何か決め手に欠く、
そんな“あと一歩”を
お手伝いします。

ヒューマン印刷に徹する

〒893-0013  鹿児島県鹿屋市札元1-22-34
TEL 0994-43-2238/FAX 0994-43-7541

URL http://www.shinsei-p.co.jp
E-mail kan@shinsei-p.co.jp

汲取の御注文
浄 化 槽 の 管 理

水質保全に
　　 全力投球

株式
会社西日本浄化サービス

代表取締役 田中ふみ子
鹿屋市王子町 4 5 3 1 － 2
TEL（0994）43－3425

鹿屋市
許　可

SOUTEN No.304
平成２８年７月⑶

　私たち剣道部は、男子 110 名、女子 28 名、計
138 名で毎日の稽古に励んでいます。月曜日～土曜
日の週６日間稽古を行っており、火曜日と木曜日に
は朝稽古も行っています。部員数は学内最大規模の
部活動であり、全国から個性あふれる学剣の士が集
まり、各々の目標に向かって努力をしています。
　私たち部としての目標の一つに、出場する各大会
で優勝することを掲げています。その中でも特に、
全日本学生大会（インカレ）での団体優勝を大目標
としています。一昨年は男子優勝。昨年は男子準優
勝、女子優勝という成績でした。
　更に個々の目標については課題が違いますが、チー
ムのために自分が出来ること、やらなければならな
いことを各自で考えて取り組んでいます。毎日の稽
古のメニューはほとんど変化がありませんが、基本
を中心に中身の充実した稽古内容となっています。
　一方で、剣道は人間形成を第一の目的として掲げ
ています。試合に出場する以上は勝負の結果にも拘

りますが、ただ勝利をすればよいということではな
く、相手を敬う気持ちや礼儀を重んずる心構えを持
つことを大切にしています。共通の大きな目標に向
かって、自分にも仲間にも厳しく、みんなで切磋琢
磨しながら互いを高め合うことのできる関係を築い
ています。
　剣道には、「剣道即生活、生活即修行」という言
葉があります。この言葉は、剣道の稽古を通じて培っ
たものは日常で活かされ、日常生活での心持や振る
舞いもまた、剣道の場に影響することを意味してい
ます。剣道部では技倆を向上させるだけでなく、剣
道を生活の主軸にすることによって、規律正しい生
活を送り、人間性も高められるように努めることに
重きを置いています。
　今後も、各々の課題に対して試行錯誤を繰り返し
ながら、「朝鍛夕錬」の稽古に取り組み、部員一丸
となって、目標を達成できるように努力していこう
と思います。

剣道部

サークル紹介

　

鹿
屋
体
育
大
学
競
技
力
向

上
委
員
会
で
は
、
毎
年
５
月

を
「
競
技
力
向
上
月
間
」
に

設
定
し
、
理
学
療
法
士
・
教

員
に
よ
る
講
演
と
い
っ
た
、

学
生
が
興
味
を
持
っ
て
参
加

で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
、
競
技
力
向
上
と
士

気
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
３
名
の
講
師
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
。
恒

心
会
お
ぐ
ら
病
院
理
学
療
法

士
の
中
畑
敏
秀
氏
か
ら
は
第

一
回
「
ケ
ガ
か
ら
の
復
帰
後

に
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
し
た

選
手
た
ち
の
考
え
方

や
取
り
組
み
方
」
、

第
二
回
に
は
「
女
性

ア
ス
リ
ー
ト
が
思
い

切
り
競
技
に
取
り
組

む
た
め
に
知
っ
て
お

き
た
い
こ
と
」
と
題

し
た
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
一
回
は

同
大
学
院
修
了
生
の

上
野
み
な
み
さ
ん
の

実
例
を
も
と
に
、
大

き
な
ケ
ガ
を
負
っ
た

後
、
リ
ハ
ビ
リ
を
続

け
、
復
帰
す
る
前
で

は
難
し
い
と
思
え
て

い
た
記
録
を
い
と
も

簡
単
に
塗
り
替
え
て

い
っ
た
ブ
レ
ー
ク
ス

ル
ー
体
験
に
つ
い

て
、
講
義
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
同
大

の
角
川
（
つ
の
か

わ
）
隆
明
講
師
に
よ

る
「
科
学
的
分
析
の

競
技
場
面
で
の
応
用

～
筑
波
大
学
水
泳
部

で
の
取
り
組
み
」
や

中
本
浩
揮
准
教
授
に

よ
る
「
一
流
か
ら
学

ぶ
競
技
力
向
上
の
た

競
技
力
向
上
月
間
の
取
り
組
み

め
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
の

講
演
が
、
同
大
内
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｓ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
行
わ
れ
、

学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
、
真
剣
な

様
子
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

中畑氏による講義 中本准教授による講演角川講師による講演

平
成
28
年
度
自
転
車
盗
難
防
止
モ
デ
ル
校
の
指
定
式
を
開
催

　

5
月
17
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
大
会
議
室
で
、
鹿
屋
警
察

署
に
よ
る
「
平
成
28
年
度
自

転
車
盗
難
防
止
モ
デ
ル
校
」

の
指
定
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
同
署
が
管
内
で

の
自
転
車
盗
難
防
止
に
向
け

て
、
毎
年
度
モ
デ
ル
校
を
指

定
し
、
学
生
ら
の
防
犯
意
識

や
規
範
意
識
の
醸
成
を
図
る

と
い
う
も
の
で
、
今
年
度
は

同
大
が
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
同
署
に
よ
る

と
、
大
学
が
指
定
さ
れ
た
の

は
県
内
で
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
す
。
当
日
は
、
福
永
哲

夫
学
長
、
川
西
正
志
理
事
、

中
禮
裕
己
理
事
、
金
久
博
昭

副
学
長
、
森
司
朗
学
長
補
佐

（
学
生
支
援
担
当
）
と
、
学

生
か
ら
は
水
野
泰
貴
体
育
会

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
体
育

会
役
員
（
4
名
）
と
自
転
車

競
技
部
部
員
（
3
名
）
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

指
定
式
で
は
、
日
高
末

広
鹿
屋
警
察
署

長
、
福
永
学
長
の

挨
拶
の
後
、
同
署

長
か
ら
水
野
会
長

へ
モ
デ
ル
校
指
定

書
が
授
与
さ
れ
る

と
と
も
に
、
防
犯

の
の
ぼ
り
旗
（
20

本
）
と
ワ
イ
ヤ
ー

錠
（
１
０
０
本
）

が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
同

会
長
が
、
学
生
一

人
一
人
が
自
転
車

盗
難
を
防
止
す
る

意
識
を
高
め
る
た

め
に
、
①
自
転
車

に
は
防
犯
登
録
を
す
る
こ

と
、
②
ワ
イ
ヤ
ー
錠
等
で
二

重
ロ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
、
③

路
上
や
空
き
地
で
は
な
く
、

駐
輪
場
に
駐
輪
す
る
こ
と
、

外
国
人
留
学
生
見
学
旅
行
を
実
施
　
―
鹿
児
島
の
文
化
に
触
れ
て
―

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
外

国
人
留
学
生
に
日
本
の
風

土
・
自
然
に
触
れ
る
と
と
も

に
、
史
跡
や
資
料
館
等
の
見

学
を
通
し
て
日
本
の
文
化
や

歴
史
の
理
解
を
深
め
、
修

学
・
研
究
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

度
、
留
学
生
見
学
旅
行
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
留
学
生
10

名
、
留
学
生
指
導
の
チ
ュ
ー

タ
ー(

学
部
学
生)

と
教
職
員

の
５
名
が
同
行
し
、
５
月
21

日
か
ら
22
日
に
か
け
て
鹿
児

島
の
名
所
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
指
宿
市
に
て
郷

土
料
理｢

薩
摩
揚
げ
作
り｣

を
体
験
、
昼
食
を
兼
ね
て
試

食
し
、
地
元
の
方
々
と
の
交

流
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
多

く
の
著
名
な
ス
ポ
ー
ツ
選
手

な
ど
が
参
拝
し
、
御
利
益
を

報
告
し
た
こ
と
か
ら
一
躍
有

名
に
な
っ
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
の
釜
蓋
神
社
を
参
拝
し
ま

し
た
。
釜
の
蓋
を
頭
に
乗

せ
、
鳥
居
か
ら
賽
銭
箱
ま
で

落
と
さ
ず
歩
け
る
と
望
み
が

叶
う
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一

人
一
人
願
い
を
こ
め
な
が
ら

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
遊
歩

道
を
抜
け
る
と
水
平
線
や
開

聞
岳
を
望
む
穏
や
か
な
景
観

に
、
故
郷
に
思
い
を
馳
せ
て

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
仙
厳
園
で
は
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
て

い
る
尚
古
集
成
館
で
日
本
近

代
化
の
黎
明
の
背
景
と
実
像

を
体
感
し
、
桜
島
が
一
望
で

き
る
庭
園
で
は
、
当
時
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
分
か
り
や
す
く

説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
維

新
ふ
る
さ
と
館
で
は
西
郷
隆

盛
な
ど
薩
摩
の
偉
人
達
の
等

身
大
ロ
ボ
ッ
ト
を
駆
使
し
た

映
画
等
を
鑑
賞
、
幕
末
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
歴
史
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

桜
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や

有
村
溶
岩
展
望
所
で
は
、
間

近
で
見
る
桜
島
の
壮
大
さ
に

感
銘
を
受
け
て
い
る
様
子
で

し
た
。

　

参
加
し
た
留
学
生
は
、

「
日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験

し
、
歴
史
の
一
端
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
長

時
間
、
留
学
生
で
集
ま
り
行

動
を
共
に
す
る
機
会
は
あ
ま

り
な
い
の
で
、
様
々
な
こ
と

を
語
り
合
い
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
過
ご
し
仲
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
振
り
返

り
、
充
実
し
た
２
日
間
を
過

ご
せ
た
よ
う
で
し
た
。

仙巌園にて さつま揚げ作り体験 指定書の授与

指定式後の記念撮影

④
自
転
車
は
大
切
に
扱
い
整

然
と
駐
輪
す
る
こ
と
を
宣
言

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
大
で
は
、
同
署

と
協
力
し
な
が
ら
学
生
へ
の

防
犯
意
識
を
周
知
す
る
な
ど

自
転
車
盗
難
防
止
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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カ
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様　
（
三
万
円
）

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際
交

流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

闘いのスケジュール ８月
５日　ビーチバレー・ジャパン・カレッジ2016
　　　第28回全日本ビーチバレー大学男女選手権大会
　　  （～7　神奈川/川崎マリエン）
６日　第52回西日本大学対抗自転車競技大会（～7　京都）
７日　第55回全日本学生なぎなた選手権大会（三重/芸濃総合文化センター）
11日　第63回全国国公立大学選手権水泳競技大会
　　  （～12　京都/京都アクアリーナ）
18日　九州学生夏季テニス選手権大会（～28　福岡/福岡大学七隈コート他）
19日　第70回全日本学生体操競技選手権大会（～21　福井/サンドーム福井）
23日　第52回全日本学生カヌー選手権大会（～28　石川/木場潟カヌー競技場）
25日　文部科学大臣杯第72回全日本大学対抗選手権自転車競技大会
　　  （～28　静岡/伊豆ベロドローム）

学内行事 ８月
５日　夏期休業期間（～9月30日）
　　　公開講座「バスケットボール・サマーキャンプ（III）
　　　　―基本動作から応用へ―」（～7日）
10日　夏季一斉休業（～15日）
13日　大学説明会（東京サテライトキャンパス）（～14日）
29日　第3年次編入学試験（～30日）

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平

成
元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年

会
費
（
寄
付
金
）
は
一
口　

企
業

三
万
円
、
個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に

対
す
る
年
会
費
（
寄
付
金
）
に
つ
き

ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ

り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ

い
て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は

現
金
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融

機
関
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

古
江
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団　

　
　
　
　
　
　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る

御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
か
ら

　

5
月
17
日
、
鹿
児
島
県
立

鴨
池
野
球
場
で
「
第
95
回
九

州
地
区
大
学
野
球
選
手
権
南

部
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
」
が

開
幕
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
九
州
地
区
大
学
野

球
連
盟
が
主
催
し
、
今
回
、

鹿
児
島
県
を
会
場
に
同
連
盟

鹿
児
島
地
区
事
務
局
の
主
管

で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
雲
一
つ
無
い
五
月

晴
れ
で
、
絶
好
の
野
球
日
和

と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
9
時
か
ら
の
開
会
式

は
、
南
部
九
州
各
県
代
表
４

チ
ー
ム
（
熊
本
県
：
熊
本
学

園
大
学
、
宮
崎
県
：
宮
崎
産

業
経
営
大
学
、
鹿
児
島
県
：

福
永
哲
夫
学
長　
九
州
地
区
大
学
野
球
選
手
権

南
部
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
始
球
式
に
登
板

第
一
工
業
大
学
、
沖
縄
県
：

明
桜
大
学
）
の
入
場
行
進
に

始
ま
り
、
国
旗
・
連
盟
旗
掲

揚
、
優
勝
旗
返
還
等
が
行
わ

れ
た
後
、
鹿
屋
体
育
大
学
の

福
永
哲
夫
学
長
が
大
会
会
長

と
し
て
、
激
励
の
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
第
1
試
合
開
始

前
に
は
始
球
式
が
行
わ
れ
、

福
永
学
長
が
マ
ウ
ン
ド
へ
。

球
場
に
い
る
選
手
、
チ
ー
ム

関
係
者
、
審
判
を
は
じ
め
と

す
る
ス
タ
ッ
フ
や
観
客
が
見

守
る
中
、
大
学
生
の
バ
ッ

タ
ー
を
相
手
に
ワ
イ
ン
ド

ア
ッ
プ
か
ら
華
麗
な
フ
ォ
ー

ム
を
披
露
、
若
々
し
い
投
球

に
球
場
内
に
は
拍
手
が
鳴
り

響
き
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
5
月
19
日
ま
で

の
3
日
間
、
総
当
た
り
で
計

6
試
合
が
行
わ
れ
、
第
一
工

業
大
学
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
屋
体
育

大
学
の
硬
式
野
球
部
は
残
念

な
が
ら
今
大
会
へ
の
出
場
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
協

力
校
の
一
員
と
し
て
大
会
の

円
滑
な
運
営
の
た
め
に
奔
走福永学長による始球式

快晴の下、行われた開会式

【陸上競技】
◆�第86回九州学生陸上対抗選手権大会
　（5/20～5/22　福岡県/東平尾公園博多の森陸上競技場）
▽男子
　400ｍ	 3位　中島　久維
　800ｍ	 1位　高木　駿一
　1500ｍ	 1位　中西　蓮
　	 3位　毛利　公建
　4×400ｍリレー	 2位　松島、高木、
　	 　　　安村、中島
　棒高跳	 3位　中森　一
　三段跳	 1位　許田　悠貴
　円盤投	 2位　清水　郁宏
　十種競技	 1位　坂本　都志記
		  2位　下地　歓喜
▽女子	
　800ｍ	 3位　日隈　彩美
　1500ｍ	 3位　日隈　彩美
　10000ｍ	 1位　盛山　鈴奈
　3000ｍ障害	 1位　高野　安弥
　4×400ｍリレー	 2位　中筋、齊藤、	
			     日隈、堤
　走高跳	 2位　八塚　彩
　棒高跳	 1位　青柳　唯
　走幅跳	 2位　宮下　菜央
　円盤投	 3位　中村　枝理子
　やり投	 3位　松本　さつき

【バレーボール】
◆平成28年度九州大学
　春季バレーボールリーグ女子リーグ沖縄大会
（5/26～5/29　沖縄県/那覇市民体育館）
		  1位　鹿屋体育大学

【体操競技】
◆第66回西日本学生体操選手権大会
（5/13～5/15　富山県/富山市総合体育館）
▽男子			 
　団体総合	 2位　鹿屋体育大学
　団体種目別ゆか	 2位　鹿屋体育大学
　団体種目別あん馬	 2位　鹿屋体育大学
　団体種目別つり輪	 2位　鹿屋体育大学
　団体種目別跳馬	 1位　鹿屋体育大学
　団体種目別平行棒	 2位　鹿屋体育大学
　団体種目別鉄棒	 2位　鹿屋体育大学
　個人総合	 1位　前野　風哉
		  4位　大﨑　斐央利
		  5位　大村　仁志
　個人種目別ゆか	 4位　長谷川　瑞樹
　個人種目別あん馬	 1位　前野　風哉
		  4位　杉野　史尭
　個人種目別つり輪	 3位　前野　風哉
　個人種目別跳馬　　1位　長谷川　瑞樹
		  3位　大﨑　斐央利
　個人種目別平行棒	 4位　杉野　史尭
		  5位　大﨑　斐央利
　個人種目別鉄棒	 1位　堀内　柊澄
		  2位　大村　仁志
		  4位　大﨑　斐央利
◆WORLD CHALLENGE CUP BRAZIL 2016
（5/21～5/22　ブラジル/サンパウロ）	
▽男子			 
　種目別あん馬	 3位　前野　風哉
　種目別つり輪	 4位　前野　風哉

【水泳】			 
◆第２回九州学生春季公認記録会
（5/8　佐賀県/県立総合運動場水泳場）	
▽男子			 
　50ｍバタフライ	 2位　矢田崎　侑也

　200ｍバタフライ	 3位　西田　直史
▽女子			 
　100ｍ自由形	 2位　牟田　絢香
　400ｍ自由形	 1位　早水　柚香子
　200ｍ個人メドレー	 1位　早水　柚香子
◆ジャパンオープン2016
（５/20～５/22　東京都/東京辰巳国際水泳場）
▽女子			 
　200ｍ背泳ぎ	 8位　山口　藍李
◆第48回西日本年齢別選手権水泳大会
（5/28～5/29　福岡県/福岡県立総合プール）
▽男子			 
　50ｍ自由形	 3位　湯之原　孝実
		  4位　鈴木　天理
　100ｍ自由形	 2位　松林　耕一
		  4位　湯之原　孝実
　200ｍ自由形	 4位　松林　耕一
　100ｍバタフライ	 1位　鈴木　天理
▽女子			 
　50ｍ自由形	 3位　竹林　愛花
		  4位　大木場　真由
　100ｍ自由形	 1位　石原　愛由
		  2位　菅　晴瑠奈
		  4位　大木場　真由
		  5位　鳥居　真世
　200ｍ自由形	 1位　石原　愛由
		  2位　鳥居　真世
		  3位　川﨑　碧
		  5位　菅　晴瑠奈
　50m平泳ぎ	 2位　五十嵐　陽美
　100ｍ平泳ぎ	 2位　五十嵐　陽美
　100mバタフライ	 1位　大木場　真由

【柔道】			 
◆第65回九州学生柔道優勝大会
（5/28　福岡県/福岡武道館）
　男子	 1位　鹿屋体育大学
◆第25回九州女子学生柔道優勝大会
（5/29　福岡県/福岡武道館）
　女子5人制	 1位　鹿屋体育大学

【剣道】			 
◆第63回全九州学生剣道選手権大会
（5/7　福岡県/粕屋町総合体育館）
　男子個人	 1位　持原　大希
		  2位　望月　脩平
		  3位　齋藤　拓仁
◆第49回全九州女子学生剣道選手権大会
（5/7　福岡県/粕屋町総合体育館）
　女子個人	 3位　和田　美咲
◆第61回西日本学生剣道大会
（5/28～5/29　福岡県/福岡市民体育館）
　団体	 1位　鹿屋体育大学
◆第31回西日本女子学生剣道大会
（5/28～5/29　福岡県/福岡市民体育館）
　団体	 1位　鹿屋体育大学

【ヨット】			 
◆2016年度西日本学生ヨット選手権大会
（5/4～5/7　福岡県/福岡市ヨットハーバー）
▽混合			 
　国際470級　団体	 1位　鹿屋体育大学
◆2016年度西日本ヨットウィーク
（5/4～5/7　福岡県/福岡市ヨットハーバー）
▽混合			 
　国際470級　ペア	 4位　仲山、三谷
		  5位　岩城、中本

【自転車競技】			 
◆第55回全日本学生選手権チーム・ロー
ド・タイムトライアル大会
（5/28　埼玉県/加須市・羽生市　利根川上流域南側）
▽男子			 
　チーム	 1位　徳田、山本、
　　　　　　　　　　　　  冨尾、松本

◆�全日本学生選手権第28回全日本学生個人ロードタイムトライア
ル自転車競技大会

（5/29　埼玉県/利根川上流域）
▽男子			 
　個人	 2位　山本　大喜
▽女子			 
　個人	 3位　江藤　里佳子

５月

し
ま
し
た
。


